
国民健康保険事業特別会計（直診勘定） 

 

１．概 況 

  平成 27 年度の国民健康保険資母診療所は、山間へき地の医療を確保

するため 240 日（H26：236 日）開設し、延べ 7,484 人（H26：7,469

人）の患者に診療を行った。１日の平均患者数は 31.2 人となり、前年

度 31.6 人から 0.4 人減少した。 

  医療保険別診療状況は、患者数では国民健康保険が 1.6％、社会保

険は 8.2％、後期高齢者保険医療が 0.5％増加し、介護保険は△6.9％

となっている。診療外来収入金額は全体で 2.7％増加したが、この要

因としては、昨年より診療日数が４日多かったことが考えられる。保

険者ごとの収入は年度によって若干の増減があるが、全体を通してみ

れば安定している。 

決算収支においては、歳入は、診療収入が 7,932 万 4 千円、使用料

及び手数料が 94 万 2 千円、繰越金 271 万 4 千円、雑入 18 万 1 千円、

繰入金を除いた歳入総額は 8,316 万 1 千円で対前年度比 2.2％増加と

なった。 

総務費は、5,349 万 9 千円で、診療所屋根の修繕及び電子カルテ関

連備品を購入したため、対前年度比 27.9％の増加となっている。医業

費は高額な医療機器の整備などもなく、対前年度比 2.0％増加して

4,148 万 2 千円、公債費 43 万 4 千円、諸支出金 271 万 3 千円で歳出合

計 9,812 万 8 千円となり、歳出総額では対前年度比 13.8％増加した。 

なお、赤字見込みにより一般会計から 2,007 万 8 千円、国保直診の

国県の赤字補填制度により事業勘定繰入金として 159 万 3 千円を繰入

れたため、歳入歳出差引 670 万 4 千円の繰越金が生じた。 

 

 

 

 

 

 



２．実績

（単位:千円）

26 27

件 数 1,265 1,355 7.1

人 数 1,698 1,725 1.6

金 額 11,205 11,992 7.0

件 数 956 941 △ 1.6

人 数 1,158 1,253 8.2

金 額 6,165 6,710 8.8

件 数 3,169 3,090 △ 2.5

人 数 4,471 4,492 0.5

金 額 45,863 45,870 0.0

件 数 29 27 △ 6.9

人 数 29 27 △ 6.9

金 額 136 123 △ 9.6

10,122 10,830 7.0

1,858 1,851 △ 0.4

75,349 77,376 2.7

1,818 1,948 7.2

83 134 61.4

662 808 22.1

0 0 0.0

0 0 0.0

7,569 21,671 186.3

0 0 0.0

3,340 2,714 △ 18.7

144 181 25.7

0 0 0.0

88,965 104,832 17.8

41,835 53,499 27.9

3,725 3,833 2.9

34,923 35,040 0.3

2,002 2,609 30.3

40,650 41,482 2.0

0 0 0.0

426 434 1.9

3,340 2,713 △ 18.8

86,251 98,128 13.8

2,714 6,704 147.0
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３．主な工事、事業概要 

 診療所屋根修繕工事 

 電子カルテ導入に係る機器の購入 

 

４．その他参考事項 

  人員配置の状況 

医 師 看護師 事務員 

 

１名 

 

 

（臨時）３名 

 

(臨時)１名 

 


